
 

　はちおうじ総務相談所の長岡です。おかげさまを持ちま
して、この事務所通信も今月から２年目に入りました。購
読者数が増えている様子はないものの、たまに感想をいた
だくことなどもあり、それが励みになっております。 
　 １年で12号、多少の変化はあったようです。まず、第
７号までは業者に発注して印刷しておりましたが、配る相
手がほとんどいないことに気づいて中止しました。また、
最近はニュースの内容が自分の話に偏ってきたような……
と思ったのですが、調べてみたら初期のころから自分の話
ばかりでした。そもそもタイトルが「○○と私」ですし。 
　いずれにせよ、１年間とはいえ休まずに発信を続けるのは、それなりに大変なことでした。
そう考えると、『こち亀』の40年というのは、まさに偉業といってよいでしょう。連載開始
時は赤ちゃんだった私も、今では（年齢的には）立派な大人です。ひょっとすると、両さん
より年上になっているかもしれません。 
　 それはともかく、さすがに40年も続けていると、作者にも好不調の波があったのではない
でしょうか。私はお寿司屋さんが頻出するようになってきたころから遠のいてしまいました
が、最近はまたおもしろくなっていたという噂も聞いていました。そのようなわけで、この
事務所通信も、いつか調子が出てくるのではないかと考えています。 
　 まだ結果が出ているとは言い難い状況ではありますが、事務所通信から新規顧客の獲得を
目指しているわけではなく、それよりも既存顧客との関係強化を目的としています。ですから、
ダウンロード数やAmazonリンクのクリック数（とくに『相続川柳』）などはあまり気にせ
ず、定期的に発信するのが重要なのかなと感じる今日この頃です。
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連載１周年年と⻑⾧長期連載作品と私

今⽉月の予定（2016年年10⽉月）
 １日（土）地域別最低賃金の改定（東京都：932円・神奈川県：930円 他） 

 ７日（金）～11日（火）第15回八王子古本まつり　於：八王子駅北口西放射線ユーロード 

　・五士業（弁護士・司法書士・税理士・社労士・行政書士）無料相談会（７日・10日） 

　・東京都行政書士会八王子支部 無料相談会（８日）

取材も怠りません



今⽉月の推薦図書
　 ハーバードの経営大学院（HBS）で学ぶ世界のトップ・エリートたちが、震災と原発事故
から復興していく東北を訪れて、ボランティア活動やらビジネスの課題解決やらをお手伝いし
た記録が軸になっています。震災翌年から始まり、今でも続く人気授業なのだそうです。 
　 MBA、しかもハーバードなんていうと一部の大企業しか相手にしないイメージでしたが、
さすがに志の高い若者が集まっているようで、どこに行っても誰が相手でも全力投球な感じ
です。迎える人たちも、それはそれは刺激を受けたのではないでしょうか。 
　 復興期における特殊な環境の中で生まれた小規模事業者などに対しても、経営者の熱い思
いをくみつつ、課題を整理して最適な打ち手を探っていきます。HBSの優秀さはもちろん、
復興にかける経営者や地域住民の底力みたいなものも伝わってきて胸が熱くなりました。 
　 著者もHBSの（当時の）スタッフということで、題材の切り分け方が巧みなうえに文章も
読みやすく、ビジネス書というより物語や随筆みたいな感じで味わわせてもらいました。電
車の中で涙ぐんでしまう場面などもあり、家でじっくり読むのがお勧めかもしれません。

今⽉月の推薦映画

　 敬老の日に東京都行政書士会のソフトボール大会がありました。我が八王子支部は今回が
初参加です。個人的には、「バットを３回振って１球もかすらず」という結果でしたが、練習
や反省会も通じて支部の結束が強くなったような気がします。やはり、参加することが大切
なんですね。まあ、結果を出せなかった私が言うのもなんですが……。 
　ともあれ、おかげさまで事務所通信も１周年です。考えてみたら社労士開業からも１年が経
過したわけで、今後は社労士業務に関しても積極的に営業をしていこうと考えております。

編集後記
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『ハーバードはなぜ⽇日本の東北北で学ぶのか』  
 　⼭山崎繭加・⽵竹内弘⾼高  著 　2016年年 　ダイヤモンド社

『マイ・インターン』  
 　ナンシー・マイヤーズ  監督 　2015年年

　 若い女性が経営する会社に、引退後の生活を持て余していた70歳の男性が入ってきて、い
ろいろと丸く収まってしてしまうお話です。採用のきっかけは「シニア・インターン」という
制度で、高年齢者活用とトライアル雇用を組み合わせたような感じでしょうか。 
　インターンとはいえ社会経験も人生経験も豊富に積んでいる人材ですから、若者中心の職場
に新たな風を吹き込んで活性化させると同時に、経営者にとっては公私ともによき相談相手
となっていきます。めずらしく眼鏡のロバート・デ・ニーロが渋いですね。 
　 経営者のほうは、会社が急成長しすぎて不具合も目立ち始め、投資家から別のCEOを迎え
てはどうかという圧力を加えられている状況です。「私がハーバード卒じゃないから？」みた
いな問答もあり、アメリカにも学歴を重視する文化があることに少し驚きました。 
　 日本の中小企業で「投資家の圧力」は考えにくいものの、ちょっとした場面で一歩退いた
立場から助言ができる相談相手というのは、経営者にとって重要な存在といえそうです。彼女
の会社が急成長した理由が語られる場面などもあり、それもなかなか参考になりました。
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